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臨
時
費
を
私
經
濟
的
投
資
、
國
家
經
濟
的
投
資
、
.戰
爭
其
他
に
a-
る
固
有
.の
，
臨

時

費

と

す

る

0
:

，臨
持
費
の
、

；

卽
ち
，

v

れ
に
よ

つ

T

• 

, 

■ 

' 

- 

. 

• 

* 

. 

.
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蒙
f

れ

る

辕
5

少
H

般

に

、I

の
1

1

疆

家

議

の2

、

浅

國

家

的I

國

民

經

濟

的

生
|

力
Q

1

.
 

等

の
‘形

態
.で
、.
'或
.は

恐
.ら

く

ば

經

費
.の
.減

少
..を

坐
.ぜしめる

_等の

.利

益

，を

生

中

：
る

。

:-
か
：ケ
る
經
費
を
臨
勝
收
人̂
^

. 

.

.

. 

.

.

.

.

. 

.

.

. 

圓
,

.

: 

. 

_
- ' 

/ 

.

圓
 

一
-
. 

.

.

.

'
•る
場
合
に
'は

、
：
：
之

等

の

#

情
と
將
來
の
時
期
に
於
け
る
公
偾
利
子
ぞ
の
他
の
費
用
の
負
癀
と
が
相
殺
さ
れ

_る
こ
も
.に
な
.る
と
^
.今

し

か
.
.

.

U
ヮ
グ
.ナ
ァ
.は
臨
時
費
の
充
足
の
セ
め.に
.公
偾
手
段
を
.と
7ミ
；1
と
を
無
條
件
£

肖
定
：す
石
.の
脊
 

租
税
と
：公
债
がW
民
經
濟
.に
與
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'
へ
；る
作
用
の
異
な
る
も
の̂

あ
ヵ
フ
課
税
に
代
ふ
る
に
公
债
を
利
用
す
る
ビ̂
い
^
は
ク
公
震
金
办
流
出
溉
泉
が
ご
⑴
國
內
が
自
由
資
.

.一
.:'-..-.パ
.■く
-
:
-
-
'
,
- 

• 

■ 

. 

■
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ベ：...：..y 

-タ

一

.
：
.
.

'
金
が
、
(2
)
外
國
資
本
.か
、
(3
)
國
內
の
生
產
資
金.に
：使
用
さ
_る

べ

ぎ

替

め

，
資

金

が

.の
就
別
に
锻
ひ
、

)

ま
た
1
1
.
1
の

臨

峙

費

の

：
作

用

殊

に

將

來

_

-

,
-
: 

ノ 

' 

■ 

八
'〉

^

- 

- 

-
_
.

'
の
財
政
と
«
民
經
濟
に
經
費
の
節
約
と
收
人
增
加
の
利
益
を
生
：す
る
.こ
と
を
_傲
證
:0
:
得
.：る
：
程

度

等
.を

も

勘_
し
'
.
:
て

公

爆

を

選

擇

す

べ

_き

棊

•
- 
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示

し
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る

？
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二
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.
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. 

-

.

-

こ-

-

.
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'

.

.

.

- 

,

そ
の
赝
旨
は
、

公
偾
は
臨
時
费1C
つ
い
て
の
み
許
さ
れ
る

0

そ
の
場
合
に
も
起
偾
は11
]
來
る
'限
リ
、
.現
實
に
自
由
资
金
の
狀
態
に
あ
る
阀
内
资
木
及
び
外 

,

-M
政
學
に
及
け
る
經
费
論
の
問.®
■ 

, 

' 

' 

，ニ

九

(

ニ
六
〇〕 

>



■

則

政

璆

に

於

け

る

純

毀

論

め

叫

芦
、

‘

，

„

 

/
 

- 
, 

、

一f
d 

0
1
六
'!-〕

國
資
本
に
制
限
す
べ
き
で
あ
る
パ
娥
贺
其
他
㈧

冇
の
臨
呤
费
に
つ
い
て
-
公
倚
取
1
<
層
之
等
の
頌
染
に
制
限
す
、：へ
き
で
あ
る
が
1

阔
家
鸫
濟
的
投
資
の
需
耍 

は
_

内
鹿
藥
資
焱
を
源
枭
と
す
る
八
<

依
に
ょ
る
も
危
險
が
少
が
く
、
，
，麻
經
濟
的
投
資
の
耑
耍
は
M

常
此
種
の
公
倩
に
ょ
つ
て
玄
辨
す
る
の
が
茁
し
い
0

し
財
政
舉
第
1
編
に
於
て
は
胁
政
耑
耍
を
主
ゎ
し
て_
家
家
計
の
秩
序
の
，极
木
原
則
、と
の
關
係
に
於
て
取
扱
つ
、

|:
の
に
對
ん
て
、-第
！
S
 

m

1

•第
に
於
て
財
政
.需

要

を(
j 

)

-
典
經
濟
的
性
質
、， 0

1
)

其
，技
術
的
方
面
、(

三)

，共
■直
接
の
目
的
に
從
て
大
別
し
，、M
i
i
k
l
一
章 

，に
於
て
財
興91

要
の
個
々
の
封
象
に
つ
い
て
詳
論
す
る
。■ 

/
 

( 

ヮ
グ
ナ
ァ
は
財
政
需
要
そ
の
も
の
、

1
般
論
を
進
め
\し
、
財
政
需
要
を
⑴
實
物
需
要
と
潰
幣
需
耍
、
⑵
人
的
需
要
と
物
的
需
要

"g

固 

右
の
純
肘
政
需
要
と
經
蚬
塞
要
と
に
區
別
す
る
。
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....

⑴
財
政
餛
翦
を
货
物
谣
要
と
貨
激
谣
要
と
す
る
が
、
之
は
財
政
が
自
然
經
濟
の
狀
態
に
あ
る
か
货
幣
經
濟
の
，狀
態
に
あ
る
か
、
從
て
‘
現
實
の
货
灼
支
出
郎
-
' - 

ち
货
物
.有
形
財
そ
れS

體
々
形
態
'
に
於
.で
行
ふ
，か
、，
货
幣
夾
出
と
す
る
か
に
..；
ょ

：：
る
'區
：：
別
.；
で'
あ

る。

' 

.

.

.

.
金
.微
ゎ
し
_て
.、
.货
都
_

興
が
貨
幣
需
要
_

變
化
し
、
-
又
そ
'れ
に
從
て
财
政
_令

變

聽

入
‘

支
出
'制
度
が
貨
幣
收
支
‘に
變
化
す
る
こ
と
は
、
近
代
閑
家
灰
び
：
--
■ 

へ
近
代
.國
m
.經
濟
の
^

要
Jf
;M
應
ず
る
^

•
で
.
'あ
る
0

し
か
も
喻
ほ
今
日
に
於
で
も
、
货
幣
辉
濟
に
代
つ
で
货
物
經
濟
が
財
政
制
度
め
s

’
.
iv
も
m

莅
さ
れ
て
^

.
' 

y
> 
.
1K

か
適
^

ど
さ
斉
ベ
.き
.場
合
'.が
あ
W

、.
.、
ま
”た
實
物
輕 

'

.M
勞
及
び
財
资
'ぬ
雜
す」

る
#
分
撺
を
#
る
こ
ど
を
n
的
と
す
る
阈
家
の
铪
#
,而
に
淤
け
る
と
冏
.じ
く
、
國
民
鸫
濟
め
特
に
阈
^
の
.紙
秘
费
が
_
_家
.
に
對
ず
る 

'給
-#
ん
■
ナ
致
物
掂
^
吃
於
て
^
親
は
れ
る
。

す
べ
て
之
等
，の
鄯
例
は
一
の
-1

舣
的
顷
理
に
ぱ
す
る
。
卽
ち
'一、方
に
於
て
は
執
！！̂

¥自
由
齋
职
が
货
幣
轾
. 

餅
の
：紐
糨
に
：於
，て
_
家
忆
货
物
齡
：财
貨
，及
び
勤
勞
を
供
給
せ
ず
、
或
は
碑
対
欠
は
充
分
に
供
給
せ
ず
、
ま
た
適
常
な
る
鸪
格
で
供
給
し
，な
い
場
食
.と
>
{l
l
iか

■■
■.■ 

，.お
於
て
は
ー
此
私
經
濟
的
競
驴
が
國
家
が
ら
赏
幣
給
與
を
受
け
る
勞
働
肃
に
、
，欲
紫
の
滿
足
を
同
時
に
保
證
し
な
い
場
合
で
あ
る
。
斯
る
'場
%
i.
v
は
？
財
政
へ 

:

制
度
に
於
け
る
ロ
名
經
浒
.的
|

%'
:亦
、つ；.理
：ま
^

!認
さ
れ
る
も
の
で
扣
名
0
':
此
場
合
!|
-
|は
艰
本
的
に
、
，私
經
済
妞
綠
に
赏
際
：̂

缺
陷
あ
る
夕
と
を
一
示 

し
、.：；.そ
れ
：が
胂
®

肥
，

2

他
け
る
.純
貨
漱
.經
_濟
的
.行
爲
の
通
則
か
、兔
離
せ
し
办
る
條
.
1と
な
つ
て
嚼
る
。

し
か
し
ま
.た
ノ
'
.國家
家
計
に
.現
妨
れ
を
.
_す
べ
.
'
て': 

の
货
.物
支
洲
と
.赞
.物
收
入
_に
亂
し
て
' 
逾
芷
为
る
：平
_均
猬
格
に
逾
<ロ
す
.る
貨
幣
計
算
を
行
ふ
耍
求
が
提
出
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
か
彩
求
；を
充
た
¥
,こ
.，；こ
，
_ 

.
_は
勿
論
決
:̂
.て
：容
易
で
«
な
く
、
：
ま
た
锐
密
^
行
ひ
#

る
こ
と
セ
は
な
く
>
页
に
そ
の
架
求
が
仝
く
充
た
さ
れ
な
ぃ
埸
合
も
多
.ぃ
©
_で
あ
る
：：

(

同
書_ifnl 「

六
：>;

.
;
'
,
ン
質
、
ニ
1
§

八
：1
九
.貝
參
始〕

' 

,

.

,

ゅ
財
教
：需
^

を

;>
的
ま
勝
と
_物
的
'爾
嬰
'|
-
分
，つ
：が
、

象
が
人
，的
勤
勞
を
需
要
.す
.る
が
或
は
^

敗
に
货
、物
有
形
財
八
貨
张
‘を
舍
む)

を
需
队
す
る
か
.に

よ

へ

.■
-

:
.-
'

vr

.
ノへ，
人
的
；需
要
，.

(

省
養
徭
要)

〈

に
.

_
-̂
て
：は
.ヮ
ダ
>

y
は
-ゼ
職
及
：び
俸
給
制
|

を
、ド
ィ
ッ
、p
制
度
を
、玉
と
し
て
-
他
國
の
制
庇
と
の
比
較
に
於
て
論
ず
る
。
#.
給
：

7
 

. ノ 

V

:

;

.. 

.

.'■
■
;
ノ
.软
饿
0
.根
本
^
 ̂

い
立
場
を
得
る
た
め
.に

は

、

先

づ

臂

吏

の

，
俘

給

給

與

，
を

勞

働

貨

銀

，
の

契

約
Q

一
 

種
と
し
て
考
察
す
べ
き
で
あ
，

0

:°.

.

■

; 

.
' )

ゲ
ザ
ヴ
.
'が
势
務
#

繫
に
：：つ'
.い
て
：遞

ミ
 

恩
給
找
助
料
等
の
分
'祈
で
あ
る
。
■;
:(

同
' 

_ 

.
'

i 

.

.
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.
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圓
 

圓
圓
圓
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ノ
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•

V'
:

''
物
rll
'
Jff
^
/c
fl
-̂
る
：
^

'&
る
。
，國
家
W
的

の
た
.め
.の
，1 6
:
释
手
段
と
-じ
て
有
形
恥
を
必
耍
と
す
る
場
合
に
、
件
鐵
し
た
國
氏
:-
',
:
/ .

.

_經
满
に
於
.て
.は

ク
-©
て
：
、■■
'
'
,國
家
は
，{1
11
1

取
0'
!

に
於
て
購
人
す
る
か
或
は
個
人
に
發
|?
1
*
:し
て
供
給
.せ
し
め
&

、
國
家
は
避
常
の
有
形
財
生
產
に
於
で
私
：
'■.

、
'■'
;

濟̂

ぶ

帶

ず

^

^
'-
^

は
,
驗
上
培
^
成
功
じ
.て
思
^

‘い
'
0,
.
私

的

產

粲

 

財
货
を
供
給
す
る
'
.か
ら
.で
'あ

％ 

.そ

れ

故

に

、
_
,
師

j 

.. 

. 

广
ソ
家
が
泛
等
の
翁
派
^
を
靡
達
す
る
た
め
に
^
己
也
糜
沾
動
を
打
ふ
^
-と
は
止
め
る
の
が
恐
ら
く
適
常
で
ゝ
あ
ら
ぅ
。

し
か
し
こ
の
通
則
に
は
下
谱
と
認
か
べ
き
:■
.
:

ゾ

例

外

が

あ

氣

；f

ii
類

め

廉
.财

o

 

,

u

a

l

u

t
に
於
て
も
I

、
賢

經

濟

I

に
财
政
的
見
地
か
ら
認
I

和
或
は
要
求
さ
れ
T

も
居
る
0
.郎

：

一
.
':
:

:

、 

ち
:'
(
1[1
豫
.が
；
全.べ

特

異

，
の
'有

，
形̂

を
.：耍
す
る
揚
合
で
あ
ろ
て
、

そ
れ
は
私
.

產
業
と
し
-て
は
殆
ど
减
家
の
た
め
だ
け
に
虫
摩
す
る
ヒ
と
に
な
リ
、
ま
た
敏
々
：
'.-
'
' 

'

'

'
 ...
 

馨

3

.
と
同
樣
な
る
し
1

昝
糾
織
に
よ
つ
て
生
座
せ
ね
.ば
な
ら
な
い
^

合
で
'
f

 

0
'
(2
)

特
殊
の
货
$

の
他
を
行
ふ
|

合
(3
)

私
的
企
柴
者
問
の
馨
が
2

,
, 

て
少
な
く
拉
的
^

^
の
佻
拾
物
^

の
砬
好
が
特
に
^

雛
な
る
場
介
で
あ
‘る
。

(

同
咨
三
=?
;
八
頁
參
照)

•(3
)
財
政
爵
を

"

W冇
の
！I

家

晶

遂

行

，の
た

’め
に
要
す
，る
岡
冇
の
戎
汰
純
财
政
譜
要
と
、

■

を
价
ふ
國
有
財
.產
の
’管
视
.
馨
の
た
め
及
び
手
數
料 

»
同
冇
？
祖
税(

ま
た
時
，に
は
.公
倩)

等
‘の
徵
收
S

た
め
要
に
1す
る
財
政
濡
耍(

徵
收
费
及
.ぴ
鸫
替
费
■

)

とH

分
つ
^
が
第 
一
二
の
區
別
で
あ
る
9 

'

W

有

の

财

政

靈
S

純

財

政

攻

ポ

掘

管

的

，
と

费

現

の

•た
あ
の
個
，々

の
篇
に
赶
掛
に
役
立
ゥ
が
/'
*
‘
國
家
收
人
の
徵
收
费
は
固
有
の
望E

的
の 

た
め
の
手
S

はm

冇
0
-财
_

耍

充

见

の

還
^

段
に
す
ぎ
な
’い
。

徵
收
雷
出
來
る
限
y

制
限
’す
る
に
努
む
べ
き
.こ

と

は

財

政

的

及

仏

國

家

的

利

益

か

.

、

, 

ら
-見
てa

明
の
こ
.と
で
あ
る
0

個
’々
の
稱
類0

收
入
に
つ
い
て
、

い
か
に
ど
のE

I

的2

進
む
か
轻
人
論
に
於
て
詳
述
す
べ
き
2
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。
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般
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濟
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右
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人
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質
的
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れ
る
の
で
あ
る
か
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微
收
費
を
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す
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i

の
多
い
收
入
も
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观
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‘亦
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姪
ナ
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と
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ふ
こ
と
に
な
る
。
此
の
點
か
ら
見
て
、
絕
對
的
に
；止
常
な
收
入
制
度
と
沄
ぶ
も
の
は
な
八
の
で
あ
っ
て
、

表
^
揚
所
的
.
歷
史
的
に
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對
的
に
含
目
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な
る
零
入
^

度
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あ
-リ
得
る
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^
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實
踐
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微
收
嫂
に
っ
い
て
生
ナ
る
讓
な
る
相
興
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中
、

當

次

©

こ
と
を
注
意
すY

き
で
あ
る
。
3

1

,

家
K

、
私

經

濟

货

質

の

獄

從

入

、
手
數
料
こ

よ
っ
て
經
營
さ
れ
旮
赉
業
收
人
、

施
設
及
び
國
家
猢
占
に
よ
っ
て
，

る

收
.A

等
よ
リ
成
る
場
合
に
は
、
國
家
家
計
の
收
人
が
事
ら
租
稅
收
入
の
み
よ
リ
成

.■
/

る
場
會
に
比
し
せ
メ
豫
鴒
^

妒
て
病
ザ
規
加
响
に
肩
收
费
^

^

そ
れ
と
と
も
に
ー
般
に
固
有
の
^

政
需
奥
骶
が
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し
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場
龟
に
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支
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豫
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總
領
が
' 

'
多
'
.い
と
：̂
ふ

：
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に
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.̂
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.
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；
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固
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.
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澈
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總
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；'あ

名
.:
'0

:

(
(

闶
#
|
ー̂

四
1

八
頁
參
®

''
:
':
.
'^

 

' 

■ 

■ 

-
:
'

:
-

.

.

.

.

ヮ
.
1
,ナ
.
て
は
財
政
需
每
め
.
ー̂

蘇
か
ら
催
_

的
^

 

. 

讅
脅
我，
1
肩
院
.
‘

.；

內
漭
其
他
憲
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司
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國
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國
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|

^0:-
所
與
.の
0

係

：に

於

：で
、
去
?:
現
代
©
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：國
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•
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質
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.
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が
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の
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^
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で
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於
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1
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な
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國
家
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遂
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國
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.
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濟
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濟
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反
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さ
れ
た
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代
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の
本
質
と
作
用
に
従
て
、
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一

年
度
の
經
毁
か
ら
で
は
な
く
rI

般
に
數
年
に
亙
る
長
期
間
の
經
費

/

か
ら
見
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始
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推
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，
で
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備
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叉
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と
を
比
較
す
る
場
合
に
、
屢

ミ

i

の
こ
と
、が
全
く
忘
れ
ら
れ
'
て
居
な
。
近

代

軍

備

は

，第

一

に
’豫
防
的
乂
法
の
擅
受
は
戰
帶
を
阻
止
し
、
^

れ
に
.ょ
，つ
て
直
接
に
高
度
の
效
用
を
現
は
す
。
ま
た
か

>
る
攪
亂
が
潑
生
し
た
と
し
て
も
' 
確
實
に
嶺
態
鎭
壓
の
結
果
を
收
め
、
急
速
有

效
に
平
和
を
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復
す
る
最
善
の
手
啟
と
な
る
。
叙
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こ
の
»
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た
も
戰
爭
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軍

事
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て
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額
の
手
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双
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こ
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に
な
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戰
時
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つ
て
始
め
て
軍
隊
を
編
成
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獷
張
せ
ね
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な
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な
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に
於
け
る
場
合
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較
す
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戰
爭
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の
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布
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は
遙
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忙
戰
辦
も

一

般
に
遙
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に
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間
に
終
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の
で
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戰
時
と
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つ
て
始
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て
軍
備
を
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成
し
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張
す
る
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の
經
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節
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圖
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濟
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損
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；
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摄
々
勞
靡
ノ
宿
普'福

資

：

Q,

微
發
&

す

备

■

金
■

拂

裏

(

四
四
し—

31
>
0.
■

5
 

V
;.
:
ペ
■:: 

'

.

.■■
一
 

' 

. 

ノ
；八
：
、
'
'

■, 

づ
へK.

 

V .
.

.

.
一

* 

 ̂

- 
 ̂

. 

.

.::

論

:/
;
-
:
く
'
:；'這

^̂ 

- 

. 

' V

 

1

變

、‘ f

共
S

及

び

入

着

對

雾

豐

卿
■
る
叢

の

負

檐

ぃ.最

■

寄

は靡

^

„ 

. 

- 

.
ご
ご
、
5
 

. 

、
，

- 

- 

，

‘ 

三
五
.

(

ニ
六
六〕



-

財
政
學
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於
け
る
經
敎
論
の
間
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三
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七〕

•

く
、
數
/
量
を
以
て
は
芷
確
に̂

^
し
得
な
い
ぃ
加
、
多
く
の
場
合
に
茜
大
で'あ
つ
て
固
有
の
戰
費
を
尙
ほf
/t
甚
し
く
增
大
サ
し
め
る
と 

と
も
に
、
往
々
に
し
て
固
有
の.戰
費
を
超
過
す
る
こ
と
す
ら
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
し
て
も
、
戰
爭
を
敵
國
領
土
に
‘於
て
行
ひ
且
つ
急
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に
'勝

利

を

以

て

戰

爭

を

終

結

す

る
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め
に
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軍
備
制
度
及
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軍
事
財
政
を
旣
に
平
時
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於
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し
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か
ね
ば
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な
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ゥ
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0
實

證
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能
«
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論
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と
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ノ
戰
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狻
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濟
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.
：
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映
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：
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；
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態
ば
當
然
反
映
：し
、..：歷
史
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:
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す
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計
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濟
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政
學
：
國
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計.の
科
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的
硏
究
を
國
家
家
計
擧
と
表
现
ず
る
の
が
最
も
適
當
サ
あ
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と

^
ふ
。
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.
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：
：
ル
'
ビ
ン
に
ょ
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財
政
寧
は.國
家
.公
：
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體
の
■
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麓
成
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た
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に
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財

貨

わ

獲

得

、
へ
使
用
に
：っ
，
：い

て

痕

據

す
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^
 ̂

1
の
往
務
は.國
家
炎
共
體.の
職
分
遂
行.に
必
要
な
手
段
の
調
達
；
.
.使
用
に
關
セ
る
事
實
の.觀
察
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確
證
'
記
述
；.で
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脣

適

切

に

沄

，
ぺ
、
ば

公

弗

需

要

の

充

足

に

向

け

ら

れ

'

る
處
置
‘
汸
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f

的
敍
逾
あ
以'-
T
財
政
學
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の
最
主
耍
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住
務
と
す
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々
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藝
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：
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般

葡

益
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た

ぜ
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奥

か

言
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間
題
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答
..

)
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t
所
與
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認
砂
？
歧
人
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度
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對
す
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作
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し
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費it
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又
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⑩
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；
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問
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摩
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；
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翁
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分
類
す
衣
こ
が
財
政
學
の
任
務
で
あ
る
と
一

K

ふ
。
f
t:
,フ
A
ル
デ
ス
は
、
財
政
學
は
侗

'々0
經
費
と
總
經
費
と
^
關
係
、
、
個
々
の
諸
經
，
 

费
の
相
五
關
係
、：
經
贤
の
收
入
に‘對
t
る

經

常

收

A-
に
ょ
^.
て
充
足
^
冬
へ
き
パ
齡
時
收
入
に
ょ
っ
て
充
足
さ
る
べ
き
か
等
を
決 

定
，甘
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
財
政
翁
は
經
费
に
つ
い
て
考
慮
せ
ね

‘ば
な
ら
，な
，い'こ
と
に
な
1 り
、
經
费
の
目
的
が
明
か
に
さ
れ
て 

.
居
な
け
れ
ば
、
N
家
家
^*
の
全
體
を
把
捤
し'得
な5'

こ
と
に
も
な
る
7
阈
家
目
的
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に
：
つ

い

て

ょ

く

知

ら

な
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れ

ば

收

入

を

识

し
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說
明
し
#
な
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こ
と
に
な
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^
も
云
へ
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Q
か
く
し
て
涯
時
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多
く
办
學
賞
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經
费
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硏
究
範
圍
に
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れ

、
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上

に

固

家
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'
は
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木
質
上
、
W
家
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の
消
费
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あ
认
、
，そ
れ
は
經
費
に
反
映
す
る
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張
し
て
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此
部
面
に
傾
倒
し
す
可
る

^
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あ
る
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之

县

し

て

フ
X
ル
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國
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計
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的
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來
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に
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す
る
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1/
\^
、

財

政
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が

關

與

し

.得

る
.の
^
經

费

の.財

政

的

部

面

の

み
^
あ

.る
プ)

^
:を
'强
調
す

.る

.
0
.
.
,
_
:
.
.
:
;
.
?

ノ

：
，
. 

• 

> 

'

' 

—

 

\

 

/
.

モ
ル
は
、
財
政
學
か
ら
經
费
の
，硏
究
を
全
く
排
除
す
る
も
の
、
經
費
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强
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究
す
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も
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し
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め
る
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擬
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狀
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；に
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ャ
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國
家
需
耍
額
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大
小
、
そ
れ
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に
最
も
合
目
的
に
充
运
す
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、
：
諸

經

费
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：
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奴
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■
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順
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又
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伐
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；
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运
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